
(57)【要約】

【目的】足元操作によって送水量を制御することができ

る内視鏡用送水装置を得る。

【構成】送水ポンプ１１を備えた装置本体１２と；踏み

込まれたときに送水ポンプ１１を動作させるフットスイ

ッチ１４と；を有する内視鏡用の送水装置１０において

、フットスイッチ１４の踏み込み量を検出する踏み込み

量検出部材３２と、フットスイッチ１４の踏み込み量に

応じて送水ポンプ１１のポンプモータＭへの駆動電圧を

連続的に変化させ、送水ポンプ１１の送水量を調整する

制御回路３０とを設けた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
送 水 ポ ン プ を 備 え た 送 水 装 置 本 体 と ； 踏 み 込 ま れ た と き に 前 記 送 水 ポ ン プ を 動 作 さ せ る フ
ッ ト ス イ ッ チ と ； を 有 す る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、
前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 を 検 出 す る 踏 み 込 み 量 検 出 手 段 と 、
前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 比 例 さ せ て 送 水 量 を 調 整 す る 制 御 手 段 と 、 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 送 水 ポ ン プ の 最 大 送 水 量 を 切 り 替 え る 流
量 切 替 部 材 が 備 え ら れ 、 こ の 最 大 送 水 量 を 超 え な い 範 囲 で 、 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込
み 量 に 比 例 し て 送 水 量 が 調 整 さ れ る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ が 最 大 限 踏 み 込 ま れ て い
る 状 態 で は 最 大 送 水 量 と な る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 の
変 化 量 に 対 す る 送 水 ポ ン プ の 送 水 量 の 変 化 量 が 、 前 記 流 量 切 替 部 材 に よ り 切 り 替 え ら れ る
最 大 送 水 量 に 拘 わ ら ず 一 定 で あ り 、 前 記 最 大 送 水 量 に 達 し た 以 降 は 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ が
更 に 踏 み 込 ま れ て も 該 最 大 送 水 量 を 維 持 す る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 の
変 化 量 に 対 す る 前 記 送 水 ポ ン プ の 送 水 量 の 変 化 量 が 、 前 記 流 量 切 替 部 材 に よ り 切 り 替 え ら
れ た 最 大 送 出 量 に 応 じ て 変 化 す る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 踏 み 込 み 量 検
出 手 段 が 歪 み ゲ ー ジ で あ る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 踏 み 込 み 量 検
出 手 段 が ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ で あ る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 踏 み 込 み 量 検
出 手 段 が ポ テ ン シ ョ メ ー タ で あ る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 前 記 送 水 装 置 本 体
は 前 記 送 水 ポ ン プ を 駆 動 さ せ る ポ ン プ モ ー タ を 備 え て お り 、 前 記 制 御 手 段 は 前 記 フ ッ ト ス
イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 前 記 ポ ン プ モ ー タ へ に 与 え る 駆 動 電 圧 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る
内 視 鏡 用 送 水 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 洗 浄 液 や 染 色 液 な ど の 各 種 液 体 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 お よ び そ の 問 題 点 】
内 視 鏡 で は 、 例 え ば 臨 床 検 査 に お い て 、 挿 入 部 先 端 か ら 洗 浄 液 を 噴 出 さ せ て 視 野 内 に あ る
汚 物 を 除 去 し た り 、 染 色 液 を 噴 出 さ せ て 所 望 位 置 を 染 色 し た り す る こ と が 可 能 な タ イ プ が
あ る 。 こ の よ う な 洗 浄 液 や 染 色 液 は 、 挿 入 部 先 端 の 観 察 窓 を 洗 浄 す る た め に 送 ら れ る 液 体
と 区 別 す る た め に 、 一 般 に 副 送 水 と 呼 ば れ て い る 。 従 来 で は 、 内 視 鏡 と は 別 体 の 送 水 装 置
か ら 送 出 さ れ た 副 送 水 を 、 内 視 鏡 内 部 に 設 け た 副 送 水 流 通 用 管 路 を 介 し て 体 内 挿 入 部 先 端
に 送 っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 用 送 水 装 置 に は 一 般 に 、 各 種 液 体 を 内 視 鏡 に 送 出 す る 送 水 ポ ン プ 、 足 元 操 作 さ れ た
と き に 送 水 ポ ン プ を 動 作 さ せ る フ ッ ト ス イ ッ チ 及 び 送 水 量 を 調 整 す る 調 整 ダ イ ア ル 等 が 備
え ら れ て い る 。 従 来 で は 、 内 視 鏡 操 作 前 に 予 め 調 整 ダ イ ア ル に て 送 水 量 を 調 整 し て お き 、
内 視 鏡 操 作 中 は 必 要 に 応 じ て フ ッ ト ス イ ッ チ を 足 元 操 作 し て 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 へ 液 体 を
送 出 し て い る 。 し か し な が ら 、 従 来 の フ ッ ト ス イ ッ チ で は 送 水 を 実 行 さ せ る か 停 止 さ せ る
か の 操 作 し か で き ず 、 送 水 量 を 調 整 す る に は 調 整 ダ イ ア ル を そ の 都 度 操 作 し な け れ ば な ら
か っ た 。 こ の た め 、 内 視 鏡 操 作 中 の 送 水 量 調 整 を ス ム ー ズ に 行 な え な い と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 足 元 操 作 に よ っ て 送 水 量 を 制 御 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 を 得 る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 は 、 送 水 ポ ン プ を 備 え た 送 水 装 置 本 体 と ； こ の 送 水 装 置 本 体 と は 別 体 に 設 け ら れ 、
踏 み 込 ま れ た と き に 送 水 ポ ン プ を 動 作 さ せ る フ ッ ト ス イ ッ チ と ； を 有 す る 内 視 鏡 用 送 水 装
置 に お い て 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 を 検 出 す る 踏 み 込 み 量 検 出 手 段 と 、 フ ッ ト ス イ
ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 比 例 さ せ て 送 水 量 を 調 整 す る 送 水 量 調 整 手 段 と を 設 け た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 送 水 量 が 連 続 的 に 自 動 調 整 さ れ
る の で 、 内 視 鏡 操 作 中 の た め 両 手 が 使 え な い 場 合 で も 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ を 観 察 し な が ら 容 易 に
送 水 量 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に は 、 送 水 ポ ン プ の 最 大 送 水 量 を 切 り 替 え る 流 量 切 替 部 材 が 備 え ら
れ 、 こ の 最 大 送 水 量 を 超 え な い 範 囲 で フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 比 例 し て 送 水 量 が 調
整 さ れ れ ば 、 調 整 動 作 が 容 易 と な っ て 好 ま し い 。 ま た 安 定 し て 送 水 で き る よ う に 、 フ ッ ト
ス イ ッ チ が 最 大 限 踏 み 込 ま れ て い る 状 態 で は 最 大 送 水 量 と す る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 の 変 化 量 に 対 す る 送 水 ポ ン プ の 送 水 量 の 変 化 量 は 、 流 量 切 替
部 材 に よ り 切 り 替 え ら れ る 最 大 送 水 量 に 拘 わ ら ず 一 定 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は
、 最 大 送 水 量 に 達 し た 以 降 は フ ッ ト ス イ ッ チ が 更 に 踏 み 込 ま れ て も 該 最 大 送 水 量 が 維 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 の 変 化 量 に 対 す る 送 水 ポ ン プ の 送 水 量 の 変 化 量 は 、 流
量 切 替 部 材 に よ り 切 り 替 え ら れ た 最 大 送 水 量 に 応 じ て 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合
に は 、 最 大 送 水 量 に 達 す る 踏 み 込 み 量 Ｖ は 一 定 で あ る が 、 設 定 さ れ た 最 大 送 水 量 が 小 さ い
ほ ど フ ッ ト ス イ ッ チ の 感 度 （ 分 解 能 ） が 向 上 し 、 よ り 細 か い 単 位 で の 微 調 整 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
踏 み 込 み 量 検 出 手 段 に は 、 歪 み ゲ ー ジ 、 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ま た は ポ テ ン シ ョ メ ー タ を
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 の 内 視 鏡 用 送 水 装 置 に お い て 、 送 水 装 置 本 体 に は 送 水 ポ ン プ を 駆 動 さ せ る ポ ン プ モ ー
タ が 備 え ら れ 、 制 御 手 段 は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て ポ ン プ モ ー タ へ 与 え る
駆 動 電 圧 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と で 、 送 水 ポ ン プ の 送 水 量 を 連 続 さ せ て 調 整 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 内 視 鏡 用 送 水 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。 送 水 装 置 １ ０ は 、 送 水
ポ ン プ １ １ を 備 え た 装 置 本 体 １ ２ と 、 洗 浄 液 や 染 色 液 等 の 各 種 液 体 を 溜 め る 送 水 ボ ト ル １
３ と 、 足 元 操 作 用 の フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
送 水 ポ ン プ １ １ は 、 吸 引 口 １ １ ａ が 吸 引 チ ュ ー ブ １ ５ を 介 し て 送 水 ボ ト ル １ ３ に 接 続 さ れ
、 送 出 口 １ １ ｂ が 送 水 チ ュ ー ブ １ ６ を 介 し て 内 視 鏡 ２ ０ の 操 作 部 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
こ の 送 水 ポ ン プ １ １ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ が 踏 み 込 ま れ て い る 状 態 で 駆 動 電 圧 が 与 え ら
れ る ポ ン プ モ ー タ Ｍ （ 図 ２ ） 、 該 ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 回 転 に 連 動 し て 往 復 運 動 す る 駆 動 部 材
（ 不 図 示 ） 等 を 備 え て い て 、 こ の 駆 動 部 材 の 往 復 運 動 に よ り 送 水 ボ ト ル １ ３ か ら 液 体 を 汲
み 上 げ 、 汲 み 上 げ た 液 体 を 内 視 鏡 ２ ０ へ 送 出 す る 。 内 視 鏡 ２ ０ 内 に は 、 操 作 部 ２ ２ に 接 続
さ れ た 送 水 チ ュ ー ブ １ ６ と 挿 入 部 ２ １ の 先 端 面 に 開 口 す る 送 水 口 ２ ３ と を 連 通 す る 送 水 通
路 ２ ４ が 設 け ら れ て い て 、 送 水 装 置 １ ０ か ら 供 給 さ れ た 液 体 を 送 水 口 ２ ３ か ら 外 方 へ 送 出
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は 、 送 水 ポ ン プ １ １ の 駆 動 制 御 系 の 一 実 施 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 駆 動 制
御 系 に は 、 装 置 本 体 １ ２ に 設 け ら れ た ポ ン プ モ ー タ Ｍ 、 制 御 回 路 ３ ０ 及 び 流 量 切 替 ス イ ッ
チ ３ １ と 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ に 設 け ら れ た 踏 み 込 み 量 検 出 部 材 ３ ２ と が 備 え ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ は 、 送 水 ポ ン プ １ １ の 最 大 送 水 量 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ 部 材 で あ る
。 こ の 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ は 、 異 な る 抵 抗 Ｒ １ ～ Ｒ ４ （ Ｒ １ ＞ Ｒ ２ ＞ Ｒ ３ ＞ Ｒ ４ ） を 介
し て ポ ン プ モ ー タ Ｍ に 接 続 さ れ た ４ 個 の ス イ ッ チ 端 子 Ｓ １ ～ Ｓ ４ と 、 制 御 回 路 ３ ０ に 接 続
さ れ た １ 個 の ス イ ッ チ 端 子 Ｓ と を 有 し 、 ス イ ッ チ 端 子 Ｓ １ ～ Ｓ ４ の 接 続 切 替 に よ り 、 ポ ン
プ モ ー タ Ｍ に 与 え ら れ る 最 大 駆 動 電 圧 （ 上 限 値 ） を 切 り 替 え て い る 。 図 ３ に 、 上 記 各 ス イ
ッ チ 端 子 Ｓ １ ～ Ｓ ４ が 導 通 さ れ て い る 場 合 に ポ ン プ モ ー タ Ｍ へ 印 加 可 能 な 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ
１ ～ Ｅ ４ （ Ｅ １ ＜ Ｅ ２ ＜ Ｅ ３ ＜ Ｅ ４ ） と 、 最 大 送 水 量 Ｗ １ ～ Ｗ ４ （ Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ ＜ Ｗ
４ ） と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
踏 み 込 み 量 検 出 部 材 ３ ２ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 を 電 気 的 に 検 出 す る も の で
あ り 、 本 実 施 形 態 で は フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み に よ り 受 け る 応 力 に 応 じ て 抵 抗 値 が
変 化 す る 歪 み ゲ ー ジ Ｇ を 用 い る 。 歪 み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 は 、 制 御 回 路 ３ ０ に よ っ て モ ニ タ
リ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 の 送 水 装 置 １ ０ は 、 設 定 さ れ た 最 大 駆 動 電 圧 （ Ｅ １ ～ Ｅ ４ ） に 達 す る ま で 、 歪 み
ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 に 応 じ て ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 駆 動 電 圧 Ｅ を 連 続 的 に 変 化 さ せ 、 送 水 ポ ン プ
１ １ の 送 水 量 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と に 主 な 特 徴 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ 及 び 図 ５ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 Ｖ と ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 駆 動 電 圧 Ｅ の 関
係 の 一 例 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ４ 及 び 図 ５ か ら 分 か る よ う に 制 御 回 路 ３ ０ は 、 踏 み 込 み
量 Ｖ に 正 比 例 さ せ て 、 駆 動 電 圧 Ｅ を 連 続 的 に 変 化 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に お い て 、 踏 み 込 み 量 Ｖ の 変 化 量 に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｅ の 変 化 量 （ 図 ４ に 示 す グ ラ フ の
傾 き ） は 、 設 定 さ れ た 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ に 拘 わ ら ず 一 定 で あ る 。 一 方 、 最 大 駆 動 電
圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ に 達 す る 踏 み 込 み 量 Ｖ １ ～ Ｖ ４ は 、 該 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ に 応 じ て 変 化
し て い て 、 例 え ば 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 踏 み 込 み 量 Ｖ １ よ り 踏 み 込
ん で も 駆 動 電 圧 Ｅ 及 び 送 水 量 は 増 え な い 。 ま た フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ を 最 大 限 踏 み 込 ん で い
る 状 態 （ Ｖ ｍ ） で は 、 常 に 、 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ に お い て 、 踏 み 込 み 量 Ｖ の 変 化 量 に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｅ の 変 化 量 （ 図 ５ に 示 す 各 グ ラ フ
の 傾 き ） は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ を 最 大 限 Ｖ ｍ ま で 踏 み 込 ん で い る と き に 駆 動 電 圧 Ｅ が 最
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大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ と な る よ う に 、 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ に 応 じ て 異 な る 。 よ っ て 、
最 大 駆 動 電 圧 Ｅ １ ～ Ｅ ４ に 達 す る 踏 み 込 み 量 Ｖ は 一 定 で あ る が 、 設 定 さ れ た 最 大 駆 動 電 圧
が 小 さ い ほ ど フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 感 度 （ 分 解 能 ） が 向 上 し 、 よ り 細 か い 単 位 で の 微 調 整
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
制 御 回 路 ３ ０ は 、 歪 み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 に 対 応 す る 踏 み 込 み 量 Ｖ の テ ー ブ ル デ ー タ 及 び 踏
み 込 み 量 Ｖ に 対 応 す る 駆 動 電 圧 Ｅ の テ ー ブ ル デ ー タ を 内 部 に 備 え て お り 、 上 記 テ ー ブ ル デ
ー タ か ら 歪 み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 に 対 応 す る 駆 動 電 圧 Ｅ を 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 送 水 装 置 １ ０ は 、 次 の よ う に 使 用 す る 。
先 ず 、 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル を 介 し て フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ と 装 置 本 体 １ ２ を 接 続 し 、 吸 引 チ ュ
ー ブ １ ５ の 一 端 部 を 送 水 ポ ン プ １ １ の 吸 引 口 １ １ ａ に 接 続 し て 他 端 部 を 送 水 ボ ト ル １ ３ 内
に 挿 入 し 、 送 水 ポ ン プ １ １ の 送 出 口 １ １ ｂ と 内 視 鏡 ２ ０ 内 に 設 け ら れ た 送 水 通 路 ２ ４ と を
送 水 チ ュ ー ブ １ ６ で 接 続 す る 。 次 に 、 装 置 本 体 １ ２ の 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ を 操 作 し 、 最
大 送 水 量 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 被 検 者 の 体 内 に 内 視 鏡 ２ ０ の 挿 入 部 ２ １ を 導 入 す る 。 す る と 、 挿 入 部 ２ １ 先 端 に
設 け た 対 物 レ ン ズ 及 び 撮 像 手 段 に よ る 像 が プ ロ セ ッ サ 装 置 を 介 し て Ｔ Ｖ モ ニ タ に 映 し 出 さ
れ る 。 こ の Ｔ Ｖ モ ニ タ に 映 し 出 さ れ た 内 視 鏡 画 像 を 観 察 し な が ら 、 挿 入 部 ２ １ を 所 望 方 向
に 向 け て 検 査 を 進 め る 。 こ の 検 査 中 、 挿 入 部 ２ １ 先 端 の 送 水 口 ２ ３ か ら 観 察 物 体 に 向 け て
各 種 液 体 を 送 給 す る 場 合 に は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ を 踏 み 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
す る と 、 こ の フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 歪 み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 が 変 化 し 、
歪 み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 に 対 応 す る 駆 動 電 圧 が 制 御 回 路 ３ ０ か ら ポ ン プ モ ー タ Ｍ へ 印 加 さ れ
て 送 水 ポ ン プ １ １ が 動 作 す る 。 こ れ に よ り 、 送 水 ボ ト ル １ ３ の 液 体 が 吸 引 チ ュ ー ブ １ ５ 、
送 水 チ ュ ー ブ １ ６ 及 び 送 水 通 路 ２ ４ を 介 し て 送 水 口 ２ ３ に 供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 フ ッ ト
ス イ ッ チ １ ４ を 最 大 限 ま で 踏 み 込 め ば 、 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ で 予 め 設 定 し た 最 大 送 水 量
で 安 定 に 送 水 す る こ と が で き る 。 ま た 、 送 水 量 を 微 調 整 す る 場 合 に は 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ で 送 水
状 態 を チ ェ ッ ク し な が ら 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 を 変 化 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
臨 床 検 査 に お い て は 、 こ の よ う に 送 水 口 ２ ３ か ら 供 給 す る 洗 浄 液 に よ っ て 視 野 内 に あ る 汚
物 を 除 去 し た り 、 染 色 液 を 所 望 位 置 に 供 給 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 送 水 ポ ン プ １ １ の
送 水 量 が 連 続 的 に 自 動 調 整 さ れ る の で 、 内 視 鏡 操 作 中 の た め 両 手 が 使 え な い 場 合 で も 、 Ｔ
Ｖ モ ニ タ を 観 察 し な が ら 容 易 に 送 水 量 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 で は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 正 比 例 さ せ て 送 水 量 を 変 化 さ せ て い
る が 、 正 比 例 に 限 ら ず 、 例 え ば ２ 次 曲 線 状 や 指 数 曲 線 状 に 変 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 本 実 施 形 態 は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ が 踏 み 込 ま れ て い る 間 は 連 続 し て 送 水 す る 連 続
送 水 時 に も 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ が 踏 み 込 ま れ る 毎 に 送 水 す る 間 欠 送 水 時 に も 適 用 可 能 で
あ る 。 連 続 送 水 時 に は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 、 単 位 時 間 あ た り の 送
水 量 を 変 化 さ せ る 。 ま た 間 欠 送 水 時 に は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 、 １
回 あ た り の 送 水 量 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 踏 み 込 み 量 検 出 部 材 ３ ２ と し て 歪 み ゲ ー ジ Ｇ を 使 用 し て い る が 、 歪
み ゲ ー ジ Ｇ に 替 え て 、 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ や ポ テ ン シ ョ メ ー タ を 用 い る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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さ ら に 本 実 施 形 態 で は 、 制 御 回 路 ３ ０ が テ ー ブ ル デ ー タ に 基 づ き ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 駆 動 電
圧 を デ ジ タ ル 制 御 し て い る が 、 ア ナ ロ グ 制 御 も 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 図 ６ に 示
す よ う に 、 歪 み ゲ ー ジ Ｇ を 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ の ス イ ッ チ 端 子 Ｓ に 直 接 接 続 す れ ば 、 歪
み ゲ ー ジ Ｇ の 抵 抗 値 が 変 化 す る と 、 該 抵 抗 値 変 化 に 連 動 し て ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 駆 動 電 圧 も
変 化 す る 。 こ の 場 合 に は 、 歪 み ゲ ー ジ Ｇ が 単 体 で 踏 み 込 み 量 検 出 部 材 及 び 制 御 回 路 と し て
機 能 し 、 ま た 、 フ ッ ト ス イ ッ チ １ ４ の 踏 み 込 み 量 Ｖ と ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 駆 動 電 圧 Ｅ の 関 係
は 図 ４ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 ポ ン プ モ ー タ Ｍ と 制 御 回 路 ３ ０ の 間 に 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ を 接 続
し て い る が 、 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ 及 び ポ ン プ モ ー タ Ｍ を そ れ ぞ れ 独 立 し て 制 御 回 路 ３ ０
に 接 続 し 、 制 御 回 路 ３ ０ が 流 量 切 替 ス イ ッ チ ３ １ の ス イ ッ チ 状 態 を チ ェ ッ ク し 、 該 チ ェ ッ
ク 状 態 に 応 じ て ポ ン プ モ ー タ Ｍ の 最 大 駆 動 電 圧 を 変 更 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 に 説 明 し た 本 発 明 は 、 洗 浄 液 や 染 色 液 等 を 供 給 す る 副 送 水 装 置 に も 、 挿 入 部 先 端 の 観
察 窓 を 洗 浄 す る 液 体 を 供 給 す る 送 水 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 足 元 操 作 に よ っ て 送 水 量 を 制 御 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 を 得
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 用 送 水 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 送 水 ポ ン プ の 駆 動 制 御 系 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ポ ン プ モ ー タ の 最 大 駆 動 電 圧 Ｅ と 送 水 量 Ｗ の 関 係 を 示 す グ ラ フ の 一 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 Ｖ と 送 水 ポ ン プ の 駆 動 電 圧 Ｅ の 関 係 を 示 す グ ラ フ の
一 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ と は 別 の 制 御 態 様 に よ る 、 フ ッ ト ス イ ッ チ の 踏 み 込 み 量 Ｖ と 送 水 ポ ン プ の 駆
動 電 圧 Ｅ の 関 係 を 示 す グ ラ フ の 一 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ と は 別 態 様 に よ る 、 送 水 ポ ン プ の 駆 動 制 御 系 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 送 水 装 置
１ １ 　 送 水 ポ ン プ
１ １ ａ 　 吸 引 口
１ １ ｂ 　 送 出 口
１ ２ 　 装 置 本 体
１ ３ 　 送 水 ボ ト ル
１ ４ 　 フ ッ ト ス イ ッ チ
１ ５ 　 吸 引 チ ュ ー ブ
１ ６ 　 送 水 チ ュ ー ブ
２ ０ 　 内 視 鏡
２ １ 　 挿 入 部
２ ２ 　 操 作 部
２ ３ 　 送 水 口
２ ４ 　 送 水 通 路
３ ０ 　 制 御 回 路
３ １ 　 流 量 切 替 ス イ ッ チ
３ ２ 　 踏 み 込 み 量 検 出 部 材
Ｇ 　 　 歪 み ゲ ー ジ

10

20

30

40

(6) JP 2004-81573 A 2004.3.18



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

［目的］获得一种用于内窥镜的供水装置，其中可以通过操作支脚来控
制供水量。 [结构]在内窥镜用供水装置10中，该装置具有装置主体12，
该装置主体12具有供水泵11；脚踏开关14，该脚踏开关14在踩踏时使供
水泵11工作。 控制电路30，用于根据脚踏开关14的踩下量连续地改变对
水泵11的泵电动机M的驱动电压，并调节由水泵11供给的水量。 那是 
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